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 第 1 章ではコバルト系の酸水素化物以外では初めての遷移金属酸水素化物である
BaTiO3−xHxの合成と物性について報告している。反応前駆体として BaTiO3 (~ 170 nm)
を用いて、CaH2によるトポケミカル還元反応を施すことにより大気安定な酸水素化物
BaTiO3−xHx を得ることに成功した。反応条件（反応時間・反応温度）の選択により
BaTiO3−xHx中の水素量は 0 から 0.6 の間で調節可能であり、絶縁体であるコバルト系の
酸水素化物とは異なり、BaTiO3−xHx は電子伝導性を有し、それを水素量によって制御
可能であることを明らかにした。更に重水素ガス存在下に BaTiO3−xHx を置くことで
BaTiO3−xHx 中のヒドリドイオンが 400 度付近で重水素と置換されることを確認し、
BaTiO3−xHxがヒドリド交換・拡散能を示すことを明らかにした。 
 第 2 章では一連の酸水素化物 ATiO3−xHx  (A = Ca, Sr, Ba)の合成と物性に関して報告して
いる。ATiO3 (A = Ca, Sr, Ba)( 20 ~ 30 μm)を反応前駆体として用いて、CaH2によるトポケミ
カル還元反応を施すことにより一連の大気安定な酸水素化物 ATiO3−xHxを得た。酸水素
化物中の水素量を粉末中性子リートベルト解析、熱重量分析から見積もったところ、
0.1 から 0.3 の範囲であった。この水素量は第 1 章の BaTiO3−xHxにおける水素量と比較
して少なく、酸水素化物中の水素量が前駆体の粒子径の大きさに依存する可能性が示





 第 3 章では第 2 章に関連して、一連のチタン系酸水素化物 ATiO3−xHx  (A = Ca, Sr, Ba)の
合成とヒドリドイオンの放出挙動に関して報告している。本章では第 2 章とは異なり、










 第 4 章では A サイト欠損型チタン酸化物 Sr1−3x/2LaxTiO3に対して LiH を用いたトポケ
ミカル還元反応を行うことにより、酸水素化物 Sr1−3x/2LaxTi(O,H)y (0.1 ≤ y ≤ 0.2)が得られる
ことを報告している。一方で Sr1−3x/2LaxTiO3に対して CaH2処理を行った場合には酸水素




























 第 1 章では、ペロブスカイト酸化物 BaTiO3に対し、CaH2を用いたトポケミカル還元
反応を施すことにより、酸素サイトの最大 20%がヒドリドに置換された酸水素化物
BaTiO3−xHx（0 ≤ x ≤ 0.6）を合成することに成功した。遷移金属を含む酸水素化物の合成
は Co 系に次いで二例目である。また、同物質中のヒドリドは、約 400 度にて気相中の
水素種と交換反応を起こすことを示した。これはヒドリドが高い活性により低温で拡散
することを意味する重要な結果である。 








第 4 章では、La 置換体（Sr1−3x/2LaxTiO3）に対して CaH2を還元剤に用いた場合、僅か数%
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